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令和３年度第１回 鹿児島大学病院監査委員会 報告書

当監査委員会は、鹿児島大学病院における医療安全活動に関して、貴院より提出された資料及び各関係部

署より説明や意見聴取を行いました。審議の上、本監査報告書 を作成しましたのでここに提出いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためWEB会議による開催となりました。  

1．日  時：令和３年１０月２０日（水）１５時３０分～１６時２７分 

2．会議形式：Ｗｅｂ会議 

3．監査委員会委員： 

 委員長 奥村 耕一郎（委員長 琉球大学病院） 

 委員  玉利 尚大 （玉利法律事務所） 

 委員  三好 綾  （NPO法人がんサポートかごしま） 

4．鹿児島大学病院出席者： 

坂本病院長、石塚医療安全管理部長（医療安全管理責任者）、杉浦医療安全管理部副部長、内門医療安全管

理部副部長、大塚医療機器安全管理責任者、武田医薬品安全管理責任者、吉浦医療放射線安全管理責任者、

西感染制御部長、宮薗看護部長、弓場臨床技術部長、山﨑事務部長、市來医療安全管理部部長補佐、宮腰

GRM、福島GRM、肥後GRM、西澤GRM、道園地域医療連携センター副センター長、井上副薬剤部長、新駿河

副看護部長、淵脇臨床工学技士長、坂元副看護師長、鮎川総務課長、山森医務課長、下之園総務課課長代

理、松木医務課課長代理、前田総務係長、原之園医療安全管理係長、河本医療相談係長、谷山総務係主任 

5．監査内容 

（１）医療安全管理部の業務報告について  

今回委員会に先立ち、資料（2020年度第12回、2021年度第1回-第5回医療安全管理委員会議事概要、

2020 年度インシデント報告（まとめ）、2021 年度医療安全強化項目、医療安全強化月間、2020 年度及び

2021年度医療安全に資する診療内容のモニタリング、MACT院内ラウンド評価、2021年度院内安全ラウン

ド、2021年度医療安全管理マニュアル改定、2021年度第5回リスクマネージャー連絡会議）を各委員で

確認し、委員会では各委員より事前に提出された質問の回答を含め説明が行われた。 

 １）医療安全管理部の業務に関して、以下の説明があった。 

 2020年度インシデント報告について、職種別報告件数では歯科医師の報告件数が伸びている。 

 2021年度医療安全強化項目について、①コミュニケーション力の強化、②患者・部位誤認防止、③イン

シデントレポート報告の推進、④インフォームドコンセントに関する記録の充実とし、医療安全強化月

間を設け実施している。 

 2020年度医療安全に資する診療内容のモニタリングについて、①患者・部位誤認数のモニタリング、②

術中出血量3000ml以上の症例、③予定手術時間の2倍以上もしくは4時間以上の超過延長の症例、④DNAR
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における説明書、医師記録、IC同席記録の状況についてモニタリングを実施している。 

 2021年度医療安全に資する診療内容のモニタリングについて、前年度の4項目に、⑤薬剤処方時の薬剤

部からの疑義照会のモニタリングを追加し、実施している。 

 MACT（モニター・アラーム・コンロトロールチーム）が週１回ラウンドを行っており、2020年度部署別

のラウンドの結果及び直近9月の結果と評価について。 

 緊急搬送コールの統計について、新型コロナウイルス感染症患者の搬送（コードC）等の状況について。 

 死亡・死産事例一覧、DNARにおける説明書、医師記録、IC同席記録の状況について。 

 患者サポート報告の重要事例については、医療安全管理委員会で報告し、リスクマネージャー連絡会議

においても各部署責任者へ周知され、病院全体に共有されている。 

 医療安全ラウンドを隔週１回実施しており、メンバーは医療安全管理部GRMの他、各部署のリスクマネ

ージャーも参加し、各部署の状況を相互チェックする体制となっており、改善事項や良い取り組み等を、

医療安全管理委員会、リスクマネージャー連絡会議で周知している。 

 医療安全管理に関わる審議部会及び委員会の開催状況について、本年9月に医療事故調査委員会を開催

したこと、各審議部会の目的等について。 

 2021年度医療安全管理マニュアルの改訂内容について。 

 医療安全管理部では毎月安全管理ニュースを発行し、インシデント報告や注意喚起の他、病院に貢献し

ている方々を「Good Job」として写真付きで紹介している。 

 リスクマネージャー連絡会議で指差し呼称を行っており、直近ではモニター監視に関する指差し呼称を

実施している。 

 ２）医療安全管理部の業務報告に関する意見交換 

    意見交換を通じて以下の点を確認した。 

 インシデント報告の推進に関し、歯科医師の報告数が伸びたことは、オーダー誤認など影響レベル0・1

も積極的に報告するよう周知した結果である。 

 インシデント報告件数は職種別で看護師が多く、同一事例に対して医師からの報告もあり総数が増えて

きている。 

 MACTラウントや医療安全ラウンドの結果は、リスクマネージャー連絡会議での周知以外に、院内メール

や医療情報システム（THINK）メールで周知している。 

 インシデント報告の職員への情報共有に関して、インシデント報告は分析委員により、重要、中間、軽

微の３段階に分けられ、重要事例はインシデント分析部会で再発防止策が立てられているかを検討し、

リスクマネージャー連絡会議で情報共有を行っている。 

 指差し呼称の資料はリスクマネージャー連絡会議でも配布し、会議内で指差し呼称を実施している。 

 委員より、医療安全に資する診療内容のモニタリングに関して、今年度から薬剤処方時の薬剤部からの

疑義照会が追加となり、患者の立場としてチーム医療で守られていることを実感でき、今後も引き続き

実施してもらいたいとの意見や、指差し呼称の資料は大変分かりやすいとの意見が挙がった。 
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（２）新型コロナウイルス感染症に対する取組みについて 

  資料「新型コロナウイルス感染症に対する取り組みについて」を確認し、委員会で説明を受けた。 

1）新型コロナウイルス感染症に対する取組みについて、以下の説明があった。 

 令和2年3月4日に新型コロナウイルス感染症対策本部を立ち上げ、その下に新型コロナウイルス感染

症対策検討会議を設置し、今までに 52 回の会議を開催し最新情報の共有と様々な課題への対応策を検

討した。 

 鹿児島県から令和2年10月1日付けで新型コロナウイルス感染症重点医療機関に指定され、今夏の感

染拡大時には、受入病床を増やすなどの対応を行った。 

 文部科学省からの要請により、医療体制がひっ迫している大阪府（大阪コロナ重症センター）へ看護師

１名を令和3年5月6日～5月19日まで派遣した。 

 ワクチン接種の対応について、①鹿児島大学桜ヶ丘キャンパスにおける医療従事者や外部機関向け接種、

②鹿児島県の大規模接種会場における住民接種、③鹿児島大学郡元キャンパスにおける職域接種、につ

いて、医師、歯科医師、看護師、事務部等の総力を挙げて支援を行った。 

 通常診療と新型コロナウイルス感染患者への診療機能を両立しながら、院内感染が起こらないように努

め、本院ではクラスターの発生や院内での感染を疑う事例は発生していない。 

 治験等の監査、モニタリング、直接閲覧については、職員との接触のない部屋へ変更し、職員とはリモ

ートでやり取りを行うなどの感染対策を講じながら継続している。 

 現在、第５波の振り返りを行い、第６波に備えて準備を進めている。 

２）新型コロナウイルス感染症に対する取組に関する意見交換 

 意見交換を通じて以下の点を確認した。 

 オンライン面会の運用状況に関して、面会は主治医の許可の下、必要に応じて行っているためオンライ

ン面会の利用件数は多くはないが、感染拡大した際には、感染患者が隔離環境の中で精神状態も不安に

なるため、オンライン面会を実施している。 

 感染状況に応じた院内の体制等の変化に関して、県内の感染状況や感染患者受入数に応じて、院内の診

療パターンを策定し、第５波の際もそれに基づき対応した。 

 委員より、感染が拡大した際には、がん患者さんから治療が遅れないかなどの不安の声もあったが、通

常診療と感染患者への診療が両立したことで、治療が遅れることなく対応されていることが分かり安心

したとの意見が挙がった。 

6. 講評 

 特に改善を求める事項はなし。 

 資料及び監査委員会での説明や意見交換を通じて、医療安全に係る対応が適切に実施されていることを

確認した。インシデント報告に関しては情報共有が行われ、報告推進の取り組みでは歯科医師で報告件

数が伸びるなど医療安全強化項目で効果が見られたことは評価できる。引き続き報告を推進し、報告に
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係る情報共有が行われるよう取り組んでいただきたい。 

 診療内容のモニタリングやMACT（モニター・アラーム・コンロトロールチーム）のラウンド、医療安全

ラウンドなど多種のラウンドにより現場のチェックが行われ、これらの結果はリスクマネージャー連絡

会議や院内メール等を用いて院内へ周知されていることは評価できる。チェックの結果を基に改善すべ

き点は対策を講じるなど、更なる医療安全の向上に繋げられるよう継続していただきたい。 

                                           以上 

令和3年10月20日 

鹿児島大学病院監査委員会  

奧村 耕一郎  

玉利   尚大  

三好    綾  


